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迫
っ
て
い
る
事
を
意
味
す
る
。

脅
威
は
中
国
だ
け
で
は
な
い
。
ロ
シ
ア
は
ク
リ
ミ
ア
併
合
等
、
一
方
的
な
現
状
変

更
を
試
み
て
お
り
、
我
が
国
周
辺
に
お
い
て
も
軍
事
活
動
が
活
発
で
あ
る
。
我
が
国

の
北
方
領
土
に
お
い
て
は
、
最
新
の
地
対
艦
誘
導
弾
バ
ス
チ
オ
ン
や
S
u
‐
35
戦
闘

機
の
配
備
、
ヤ
ー
ス
ヌ
イ
空
港
の
軍
民
共
用
化
等
、
軍
事
力
を
増
強
し
て
い
る
。
日

本
海
や
東
シ
ナ
海
で
は
、
中
国
と
共
同
訓
練
を
実
施
し
て
い
る
。
北
朝
鮮
は
核
・
弾

道
ミ
サ
イ
ル
・
極
超
音
速
兵
器
の
開
発
を
続
け
て
お
り
、
予
断
を
許
さ
な
い
。
拉
致

被
害
者
も
捕
ら
わ
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
我
が
国
は
中
国
、
ロ
シ
ア
、
北
朝
鮮
と
い
う
普
遍
的
価
値
と
相
容
れ

な
い
核
保
有
国
に
囲
ま
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
我
が
国
は
大
東
亜
戦
争
敗
戦
後
の
軍
事
ア
レ
ル
ギ
ー
と
、
そ
れ
に
伴
う

軍
事
忌
避
に
侵
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。
日
本
学
術
会
議
の
「
軍
事
研
究
」
拒
絶
、
平

和
安
全
法
制
の
「
戦
争
法
」
と
の
レ
ッ
テ
ル
張
り
等
、
枚
挙
に
暇
が
な
い
。
こ
う
い

っ
た
軍
事
忌
避
の
体
質
は
国
防
の
足
枷
や
、
中
国
に
よ
る
自
由
主
義
諸
国
間
の
分
断

工
作
の
材
料
に
な
る
恐
れ
が
あ
る
。
軍
事
忌
避
は
、国
民
の
生
命
も
危
険
に
さ
ら
す
。

「
戦
争
法
」
と
反
対
さ
れ
た
平
和
安
全
法
制
が
各
国
と
の
物
品
役
務
相
互
提
供
協
定

締
結
、
各
国
と
の
共
同
訓
練
等
を
可
能
に
し
、
自
由
で
開
か
れ
た
イ
ン
ド
太
平
洋
構

想
を
進
展
さ
せ
た
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

我
が
国
を
取
り
巻
く
安
全
保
障
環
境
は
か
つ
て
な
い
ほ
ど
に
厳
し
さ
を
増
し
て
お

り
、
軍
事
を
忌
避
し
て
い
る
場
合
で
は
な
い
。
本
論
で
は
、
軍
事
忌
避
か
ら
生
じ
る

我
が
国
の
安
全
保
障
の
問
題
を
検
討
し
た
。

第
1
章　

憲
法

我
が
国
の
安
全
保
障
の
根
本
問
題
を
語
る
う
え
で
、
日
本
国
憲
法
第
9
条
の
問
題

は
外
せ
な
い
。
日
本
国
憲
法
が
「
世
界
で
唯
一
の
平
和
憲
法
」
で
あ
り
、「
憲
法
9

条
の
お
か
げ
で
日
本
が
平
和
だ
っ
た
」
と
い
う
幻
想
で
あ
る
。
我
が
国
が
軍
事
忌
避

を
脱
す
る
に
は
、
ま
ず
憲
法
9
条
の
呪
縛
か
ら
逃
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

世
界
で
唯
一
の
平
和
憲
法
と
い
う
幻
想

序
章　

我
が
国
を
取
り
巻
く
安
全
保
障
環
境

令
和
2
年
、
中
国
公
船
に
よ
る
尖
閣
諸
島
の
接
続
水
域
航
行
は
3
3
3
日
と
過
去

最
多
を
記
録
し
、
領
海
滞
在
は
57
時
間
39
分
と
い
ず
れ
も
過
去
最
長
と
な
っ
た
。
令

和
3
年
2
月
1
日
に
は
、
国
際
法
と
の
整
合
性
か
ら
懸
念
の
あ
る
中
国
海
警
法
が
施

工
さ
れ
た
。我
が
国
の
漁
船
が
中
国
海
警
局
に
追
尾
さ
れ
る
事
案
も
発
生
し
て
い
る
。

中
国
の
軍
事
的
活
動
は
、
尖
閣
諸
島
周
辺
に
留
ま
ら
な
い
。
令
和
3
年
4
月
に

は
、
人
民
解
放
軍
海
軍
の
空
母
「
遼
寧
」
を
含
む
艦
隊
の
宮
古
海
峡
通
過
が
確
認
さ

れ
た
。
人
民
解
放
軍
は
宮
古
海
峡
以
外
に
も
宗
谷
海
峡
、
津
軽
海
峡
、
大
隅
海
峡
等

の
多
様
な
経
路
を
用
い
て
太
平
洋
へ
進
出
し
、
更
に
は
日
本
海
で
も
活
動
を
活
発
化

さ
せ
て
い
る
。
中
国
機
に
対
す
る
航
空
自
衛
隊
の
緊
急
発
進
件
数
は
、
令
和
元
年
度

が
6
7
5
回
、
令
和
2
年
度
が
4
5
8
回
と
高
い
水
準
に
あ
る
。

中
国
は
台
湾
に
対
し
て
の
軍
事
的
圧
力
も
強
め
て
い
る
。
我
が
国
の
先
島
諸
島
は

台
湾
有
事
に
お
け
る
要
衝
で
あ
り
、
中
国
は
台
湾
侵
攻
に
連
動
し
て
先
島
諸
島
の
制

圧
・
無
力
化
を
試
み
る
可
能
性
が
高
い
。
台
湾
有
事
は
日
本
有
事
に
直
結
す
る
。
中

国
の
台
湾
侵
攻
の
時
期
に
つ
い
て
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
デ
ー
ビ
ッ
ド
ソ
ン 

イ
ン
ド
太

平
洋
軍
司
令
官
（
当
時
）
が
「
6
年
以
内
」、
ジ
ョ
ン
・
ア
キ
リ
ー
ノ
太
平
洋
艦
隊

司
令
官
（
現
イ
ン
ド
太
平
洋
軍
司
令
官
）
が
「
大
多
数
が
考
え
る
よ
り
間
近
」
と
、

米
上
院
公
聴
会
で
証
言
し
て
い
る
。
ま
た
、
ハ
ー
バ
ー
ト
・
マ
ク
マ
ス
タ
ー
元
国
家

安
全
保
障
担
当
大
統
領
補
佐
官
を
始
め
「
2
0
2
2
年
の
北
京
五
輪
後
」
と
の
分
析

も
多
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
台
湾
有
事
が
近
い
と
い
う
事
は
、
我
が
国
に
も
有
事
が

日
本
は
軍
事
忌
避
か
ら
脱
せ
よ

益ま
し
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「
戦
争
放
棄
」「
戦
力
不
保
持
」「
交
戦
権
否
認
」
を
第
9
条
で
定
め
た
日
本
国
憲

法
は
、「
世
界
で
唯
一
の
平
和
憲
法
で
あ
る
」
と
さ
れ
、「
憲
法
9
条
に
ノ
ー
ベ
ル
平

和
賞
を
」
と
い
う
主
張
す
ら
あ
る
。
し
ば
し
ば
、
軍
事
忌
避
的
な
主
張
の
前
提
と
な

っ
て
い
る
。

だ
が
、
こ
れ
は
誤
り
で
あ
る
。
戦
争
は
、
パ
リ
不
戦
条
約
や
国
連
憲
章
で
既
に
違

法
化
さ
れ
て
お
り
、
国
連
加
盟
各
国
に
認
め
ら
れ
て
い
る
の
は
「
安
全
保
障
理
事
会

が
国
際
の
平
和
及
び
安
全
の
維
持
に
必
要
な
措
置
を
と
る
ま
で
の
間
」
の
「
個
別
的

又
は
集
団
的
自
衛
の
固
有
の
権
利
」
で
あ
る
。
日
本
国
憲
法
の
「
戦
争
放
棄
」「
戦

力
不
保
持
」「
交
戦
権
否
認
」
は
、
こ
れ
ら
に
則
っ
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
。

戦
争
の
違
法
化
は
各
国
の
長
年
の
努
力
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
我
が
国
の
憲
法
が

世
界
に
先
駆
け
て
行
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
事
実
、
成
文
憲
法
を
持
つ
8
割
以
上
の

国
が
平
和
条
項
を
憲
法
に
定
め
て
い
る
。

軍
隊
と
平
和
は
相
反
し
な
い

軍
事
忌
避
的
な
言
説
の
一
つ
に
、「
コ
ス
タ
リ
カ
は
軍
隊
を
廃
止
し
て
い
る
」
と

い
う
も
の
が
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
が
、「
日
本
の
目
指
す
べ
き
姿
」「
理
想
郷
」
と
さ

れ
る
。
こ
の
前
提
に
は
、「
軍
隊
が
な
け
れ
ば
平
和
で
あ
る
」「
軍
隊
が
あ
れ
ば
戦
争

に
な
る
」
と
い
う
思
考
が
働
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

第
一
に
、
コ
ス
タ
リ
カ
が
軍
隊
を
廃
止
し
て
い
る
の
は
事
実
だ
が
、
正
確
で
は
な

い
。
コ
ス
タ
リ
カ
は
憲
法
で
〝
恒
久
制
度
と
し
て
の
〞
軍
隊
を
放
棄
し
て
い
る
が
、

大
陸
間
協
定
と
国
防
の
た
め
に
軍
隊
を
招
集
で
き
る
と
規
定
し
て
い
る
。
米
州
機
構

と
い
う
集
団
安
全
保
障
体
制
に
も
加
盟
し
て
い
る
。

第
二
に
、「
軍
隊
が
な
け
れ
ば
平
和
で
あ
る
」と
い
う
の
は
誤
り
で
あ
る
。
か
つ
て
、

ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
は
非
武
装
中
立
を
掲
げ
て
い
た
。
そ
の
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
が
2
度

の
世
界
大
戦
で
ド
イ
ツ
に
占
領
さ
れ
、
強
固
な
軍
備
に
よ
る
武
装
中
立
を
貫
い
た
ス

イ
ス
が
第
二
次
世
界
大
戦
で
独
立
を
維
持
で
き
た
。
既
に
述
べ
た
通
り
、
世
界
の
多

く
の
国
が
平
和
条
項
を
規
定
し
な
が
ら
軍
隊
を
保
有
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
軍
隊
に

よ
っ
て
自
国
の
平
和
が
維
持
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
軍
隊
を
保
有
し
て
い
な
い

国
々
は
、
我
が
国
の
よ
う
に
核
保
有
国
や
軍
事
大
国
に
囲
ま
れ
て
お
ら
ず
、
地
政
学
、

経
済
、
内
政
、
歴
史
等
、
背
景
が
特
殊
で
あ
る
。

不
毛
な
憲
法
論
争
に
終
止
符
を

我
が
国
の
平
和
と
独
立
を
守
っ
て
き
た
の
は
「
憲
法
9
条
」
で
は
な
く
、
自
衛
隊

と
米
軍
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
日
本
国
憲
法
の
制
定
当
時
は
、
占
領
下
の
我
が
国
に
主
権
が
な
く
、「
国

防
」を
連
合
国
軍
に
委
ね
て
い
た
。
当
時
は
軍
事
を
忌
避
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
が
、

主
権
回
復
か
ら
70
年
以
上
経
っ
て
も
改
正
を
せ
ず
、
軍
事
忌
避
的
な
異
様
な
解
釈
を

積
み
上
げ
て
き
た
。
不
毛
な
憲
法
論
争
に
終
止
符
を
打
つ
こ
と
が
、
我
が
国
が
軍
事

忌
避
を
脱
す
る
第
一
歩
で
あ
る
。

第
2
章　

防
衛
関
係
費

国
防
費
の
額
は
、
軍
事
力
を
示
す
1
つ
の
指
標
で
あ
る
。
ま
た
、
国
防
費
を
ど
れ

だ
け
支
出
し
て
い
る
か
は
、
国
防
や
地
域
の
安
定
化
、
国
際
貢
献
に
対
す
る
国
家
の

意
識
の
表
れ
で
あ
り
、
周
辺
国
や
国
際
社
会
に
与
え
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
大
き
い
。
し

か
し
、
軍
事
を
忌
避
す
る
我
が
国
で
は
国
防
費
（
防
衛
関
係
費
）
が
敬
遠
さ
れ
が
ち

で
あ
る
。

対
G
D
P
比
1
％
の
天
井

令
和
3
年
度
の
防
衛
関
係
費
は
5
兆
1
2
3
5
億
円
と
な
り
、
9
年
連
続
で
増
加

し
た
。
我
が
国
の
防
衛
関
係
費
は
、
上
位
10
か
国
に
入
る
額
が
続
い
て
い
る
。

だ
が
、
我
が
国
の
防
衛
関
係
費
の
対
G
D
P
比
は
0
・
94
％
と
国
防
費
上
位
10
か

国
で
は
最
低
の
数
値
で
あ
り
、
対
中
包
囲
で
足
並
み
を
揃
え
る
自
由
主
義
諸
国
と
比

較
し
て
も
低
い
数
値
で
あ
る
。
米
国
は
3
・
29
％
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
2
・
16
％
、

英
国
は
1
・
89
％
、
フ
ラ
ン
ス
は
2
・
02
％
で
あ
る
。

三
木
内
閣
で
閣
議
決
定
さ
れ
た
防
衛
関
係
費
の
G
N
P
1
％
枠
は
中
曽
根
内
閣
で

撤
廃
さ
れ
て
お
り
、
G
D
P
1
％
と
い
う
基
準
も
存
在
し
な
い
と
さ
れ
る
。
だ
が
、

防
衛
関
係
費
は
対
G
D
P
比
1
％
弱
を
基
準
に
推
移
し
て
き
た
。
防
衛
関
係
費
は

G
D
P
を
基
準
に
定
め
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
が
、
対
G
D
P
比
が
一
つ
の
指
標
と

な
る
の
は
、
額
面
以
上
に
国
家
の
意
思
が
表
れ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

経
済
力
の
あ
る
国
は
、
軍
事
力
も
持
っ
た
大
国
と
し
て
地
域
や
国
際
秩
序
の
安
定
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化
を
担
う
役
割
が
期
待
さ
れ
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
先
進
各
国
は
対
G
D
P
比
1

％
を
超
え
る
国
防
費
を
必
然
的
に
支
出
し
て
い
る
。
我
が
国
は
世
界
第
3
位
（
自
由

主
義
陣
営
で
は
第
2
位
）
の
経
済
大
国
で
あ
り
、
イ
ン
ド
太
平
洋
地
域
の
安
定
化
を

担
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
自
由
主
義
諸
国
も
、
そ
れ
を
期
待
し
て
い
る
。

そ
も
そ
も
防
衛
関
係
費
は
国
家
の
独
立
と
国
民
の
生
命
を
守
る
保
険
で
あ
り
、
天

井
あ
り
き
で
は
意
味
が
な
い
。「
防
衛
関
係
費
を
社
会
保
障
費
に
回
せ
」
と
の
論
調

も
あ
る
が
、
的
外
れ
で
あ
る
。
国
家
が
あ
っ
て
初
め
て
社
会
保
障
が
成
立
す
る
の
で

あ
る
。

我
が
国
は
こ
れ
ら
の
認
識
に
基
づ
い
て
、
防
衛
関
係
費
を
支
出
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

防
衛
関
係
費
は
微
増
に
過
ぎ
な
い

第
2
次
安
倍
政
権
の
も
と
で
増
加
し
て
き
た
防
衛
関
係
費
は
、
軍
事
を
忌
避
す
る

多
数
の
メ
デ
ィ
ア
や
特
定
野
党
等
に
批
判
さ
れ
た
。
だ
が
、
昨
今
の
安
全
保
障
環
境

を
踏
ま
え
れ
ば
、
的
外
れ
で
あ
る
。

中
国
の
国
防
費
は
過
去
30
年
で
約
44
倍
、
過
去
10
年
で
約
2
・
4
倍
と
大
幅
に
増

加
し
て
お
り
、
2
0
2
0
年
度
に
は
20
兆
円
を
突
破
し
た
。
我
が
国
の
防
衛
関
係
費

の
4
倍
近
い
額
で
あ
り
、
不
透
明
な
内
訳
か
ら
実
態
は
公
表
値
以
上
と
指
摘
さ
れ
て

い
る
。

ま
た
、
中
国
の
軍
事
活
動
の
活
発
化
に
よ
っ
て
、
自
衛
隊
の
警
戒
監
視
や
緊
急
発

進
が
増
加
し
て
お
り
、
燃
料
や
整
備
に
掛
か
る
費
用
も
比
例
し
て
増
加
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。
加
え
て
、
宇
宙
・
サ
イ
バ
ー
・
電
磁
波
と
い
っ
た
新
た
な
領
域
に
お

け
る
防
衛
力
整
備
、
南
西
地
域
の
防
衛
力
強
化
等
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
多
額
の
予

算
が
必
要
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
考
慮
す
れ
ば
、
第
2
次
安
倍
政
権
下
で
の
防
衛
関
係

費
の
推
移
は
〝
微
増
〞
に
過
ぎ
な
い
。

歪
ん
だ
予
算
配
分

軍
事
力
の
本
質
的
な
機
能
は
抑
止
機
能
、
強
制
誘
導
機
能
、
拒
否
抵
抗
機
能
と
言

わ
れ
る
。
し
か
し
、
我
が
国
は
軍
事
を
忌
避
し
、
憲
法
が
有
事
を
想
定
し
て
い
な
い

た
め
に
、自
衛
隊
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
抑
止
機
能
の
み
で
あ
る
。
時
の
政
府
は
、

批
判
を
避
け
る
た
め
に
軍
事
を
忌
避
し
つ
つ
も
、
国
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
た
め

に
最
低
限
の
抑
止
力
を
維
持
し
、そ
れ
を
示
す
必
要
が
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
結
果
、

政
治
的
に
見
え
や
す
い
正
面
装
備
に
予
算
が
集
中
す
る
歪
ん
だ
配
分
が
続
い
て
き
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

大
東
亜
戦
争
で
は
、
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
の
戦
い
や
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
に
代
表
さ
れ

る
よ
う
に
、
我
が
国
の
多
く
の
兵
士
が
餓
死
・
病
死
し
た
。
戦
線
の
拡
大
や
連
合
国

軍
に
よ
る
通
商
破
壊
等
に
よ
っ
て
兵
站
が
滞
っ
た
た
め
で
あ
る
。
ま
た
、
軍
需
を
支

え
る
民
間
企
業
は
協
力
の
名
の
も
と
に
コ
ス
ト
に
見
合
わ
な
い
生
産
を
強
い
ら
れ
、

結
果
的
に
兵
站
機
能
が
低
下
し
た
。
我
が
国
は
こ
の
よ
う
な
苦
い
教
訓
が
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
自
衛
隊
の
兵
站
は
軽
視
さ
れ
て
い
る
。
防
衛
産
業
は
コ
ス
ト
に
見
合

わ
な
い
と
企
業
の
撤
退
が
続
き
、衰
退
し
て
い
る
。
い
く
ら
世
界
最
高
水
準
の
装
備
、

士
気
や
練
度
の
高
い
隊
員
を
有
し
て
い
て
も
、
そ
れ
を
動
か
せ
な
け
れ
ば
意
味
が
な

い
。
張
り
子
の
虎
で
あ
る
。

令
和
3
年
2
月
10
日
の
衆
議
院
予
算
委
員
会
で
は
、
予
算
の
制
約
か
ら
駐
屯
地
の

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
を
隊
員
が
自
腹
で
購
入
し
て
い
る
事
例
が
、
今
尚
改
善
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
。
島
嶼
防
衛
を
掲
げ
な
が
ら
も
、
自
衛
隊
の
保
有
す
る

輸
送
艦
は
僅
か
3
隻
の
み
で
あ
り
、
島
嶼
部
へ
の
部
隊
展
開
や
補
給
の
維
持
が
で
き

る
状
況
で
は
な
い
。
航
空
機
や
車
両
の
部
品
・
整
備
の
不
足
か
ら
の
稼
働
率
が
低
下

し
て
い
る
と
の
話
も
耳
に
す
る
。
防
衛
関
係
費
が
い
く
ら
増
え
て
も
、
正
面
装
備
が

兵
站
を
圧
迫
し
て
い
て
は
意
味
が
な
い
。
予
算
配
分
を
正
常
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

第
3
章　

自
衛
隊
は
軍
隊
か
？

災
害
派
遣
の
功
罪

内
閣
府
の
「
自
衛
隊
・
防
衛
問
題
に
関
す
る
世
論
調
査
」
に
よ
れ
ば
、
国
民
が
自

衛
隊
に
最
も
期
待
し
て
い
る
の
は
、
災
害
派
遣
で
あ
る
。
災
害
派
遣
実
績
は
実
に

3
万
回
を
超
え
て
お
り
、
こ
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
、
自
衛
隊
は
国
民
か
ら
の
信
頼

を
築
き
上
げ
て
き
た
。
現
在
は
、
国
民
の
約
9
割
が
自
衛
隊
に
好
印
象
を
持
っ
て
い

る
。
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し
か
し
、
そ
の
弊
害
と
し
て
自
衛
隊
が
事
実
上
の
「
軍
隊
」
で
あ
り
、
我
が
国
の

防
衛
を
担
っ
て
い
る
と
い
う
認
識
が
薄
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
災
害
派
遣
は
国

防
と
い
う
「
主
た
る
任
務
の
遂
行
に
支
障
を
生
じ
な
い
限
度
に
お
い
て
」
行
わ
れ
る

従
た
る
任
務
で
あ
る
。
自
衛
隊
の
装
備
や
訓
練
、
ノ
ウ
ハ
ウ
は
国
防
の
た
め
の
も
の

で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
を
災
害
時
に
活
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、

漂
着
し
た
廃
油
ボ
ー
ル
の
回
収
や
、
防
疫
の
た
め
の
家
畜
の
殺
処
分
に
自
衛
隊
が
派

遣
さ
れ
て
い
る
。
公
共
性
・
緊
急
性
・
非
代
替
性
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
か
、
疑

問
を
禁
じ
得
な
い
。

こ
の
よ
う
な
自
衛
隊
に
対
す
る
「
災
害
救
援
部
隊
」「
便
利
屋
」
と
い
っ
た
誤
っ

た
認
識
が
、
ま
か
り
通
っ
て
い
る
。
災
害
派
遣
に
お
い
て
自
衛
隊
が
力
を
発
揮
で
き

る
の
は
、
そ
れ
以
上
に
過
酷
な
国
防
の
た
め
の
訓
練
を
し
て
お
り
、
自
己
完
結
型
の

組
織
た
る
「
軍
隊
」
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
イ
ン
フ
ラ
の
寸
断
さ
れ
た
被
災
地
に
お

い
て
、
宿
営
地
・
食
事
・
入
浴
・
洗
濯
・
医
療
・
燃
料
・
通
信
・
輸
送
等
を
全
て
自

前
で
確
保
し
な
が
ら
救
援
活
動
に
当
た
れ
る
の
は
自
衛
隊
だ
け
で
あ
る
。

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
リ
ス
ト

法
律
で
禁
じ
ら
れ
た
事
以
外
を
行
え
る
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
リ
ス
ト
方
式
の
組
織
が
軍
隊

で
あ
る
。
だ
が
、
自
衛
隊
は
軍
隊
と
し
て
憲
法
に
規
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
他
の
官
公

庁
と
同
じ
一
行
政
機
関
に
過
ぎ
な
い
。
そ
の
た
め
、
自
衛
隊
は
法
律
で
定
め
ら
れ
た

事
し
か
で
き
な
い
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
リ
ス
ト
方
式
の
組
織
で
あ
る
。
軍
事
忌
避
が
生
ん
だ

最
大
の
弊
害
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

自
衛
隊
の
車
両
も
排
ガ
ス
規
制
を
受
け
、
特
殊
車
両
の
走
行
や
危
険
物
取
扱
、
無

線
の
使
用
等
も
他
の
行
政
機
関
と
同
様
に
許
可
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
平
時
に

お
い
て
も
こ
の
よ
う
な
弊
害
が
あ
る
が
、
有
事
に
お
い
て
は
よ
り
顕
著
に
な
る
。
有

事
は
想
定
外
の
事
態
が
起
こ
る
た
め
で
あ
る
。
あ
ら
ゆ
る
こ
と
を
法
律
で
規
定
す
る

の
は
現
実
的
で
な
く
、
1
分
1
秒
を
争
う
有
事
で
法
解
釈
や
手
続
き
を
し
て
い
る
余

裕
は
な
い
。

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
リ
ス
ト
は
、
自
衛
官
の
命
に
も
直
接
関
わ
る
。
有
事
に
お
い
て
自
衛

官
が
負
傷
し
た
場
合
の
救
命
処
置
も
、医
師
法
や
薬
事
法
が
適
用
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

第
一
線
救
護
衛
生
員
に
医
療
行
為
の
〝
一
部
〞
が
解
禁
さ
れ
た
が
、
平
成
29
年
と
極

最
近
の
事
で
あ
る
。
何
よ
り
、
想
定
外
・
規
定
外
に
対
応
で
き
な
い
と
い
う
根
本
問

題
は
解
決
し
て
い
な
い
。

自
衛
隊
を
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
リ
ス
ト
で
動
け
る
組
織
に
す
る
制
度
改
正
を
行
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
自
衛
隊
が
軍
隊
に
な
る
た
め
に
足
り
な
い
の
は
、
軍
事
裁
判
所
と
ネ

ガ
テ
ィ
ブ
リ
ス
ト
で
あ
る
。
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
リ
ス
ト
に
な
っ
て
初
め
て
軍
隊
と
し
て
動

け
る
。

第
4
章　

自
衛
官
と
国
民
の
生
命

避
け
ら
れ
て
き
た
万
が
一

自
衛
官
は
任
官
に
際
し
て
、
次
に
掲
げ
る
服
務
の
宣
誓
を
行
う
。

「
私
は
、
わ
が
国
の
平
和
と
独
立
を
守
る
自
衛
隊
の
使
命
を
自
覚
し
、（
中
略
）
事

に
臨
ん
で
は
危
険
を
顧
み
ず
、
身
を
も
つ
て
責
務
の
完
遂
に
務
め
、
も
つ
て
国
民
の

負
託
に
こ
た
え
る
こ
と
を
誓
い
ま
す
。」（
自
衛
隊
法
施
行
規
則
第
39
条
）

自
衛
官
に
限
ら
ず
、
公
務
員
は
そ
れ
ぞ
れ
の
服
務
の
宣
誓
の
義
務
を
負
う
。
危
険

が
伴
い
、
殉
職
の
リ
ス
ク
が
あ
る
消
防
職
員
と
警
察
職
員
だ
が
、
服
務
の
宣
誓
に
は

「
事
に
臨
ん
で
は
危
険
を
顧
み
ず
、
身
を
も
つ
て
責
務
の
完
遂
に
務
め
」
と
自
衛
隊

員
の
服
務
の
宣
誓
と
同
様
の
趣
旨
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
自
衛
隊
の
任
務
は
国
防
で

あ
り
、
そ
の
成
否
に
は
1
億
2
0
0
0
万
の
命
と
国
家
の
存
亡
が
か
か
っ
て
い
る
。

だ
か
ら
こ
そ
、「
危
険
を
顧
み
ず
、
身
を
も
つ
て
責
務
の
完
遂
に
務
め
」
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
防
衛
出
動
中
に
自
衛
官
が
死
傷
し
た
場
合
の
賞
恤
金
と
い
っ
た
保
証
制

度
は
十
分
で
は
な
い
。
国
防
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
小
笠
原
理
恵
氏
に
よ
れ
ば
、
賞
恤

金
が
「
死
亡
時
に
支
払
わ
れ
た
記
録
は
一
定
数
」
ⅰ
あ
る
が
、
怪
我
に
対
し
て
「
賞

恤
金
が
支
払
わ
れ
た
ケ
ー
ス
は
た
っ
た
一
件
」
ⅰ
し
か
な
い
と
い
う
。
平
成
28
年
に

は
、
自
衛
官
の
賞
恤
金
の
最
高
額
が
消
防
職
員
や
警
察
職
員
と
同
額
の
9
0
0
0
万

円
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
が
、
そ
の
対
象
は
限
ら
れ
て
い
る
。
防
衛
出
動
時
に
は
、
前

例
の
な
い
多
数
の
死
傷
者
が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
最
低
額
が
僅
か
4
9
0
万

円
で
あ
る
こ
と
も
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
多
く
の
自
衛
官
が
加
入
し

て
い
る
防
衛
省
職
員
団
体
生
命
保
険
を
は
じ
め
、
民
間
保
険
は
「
戦
争
そ
の
他
の
変
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乱
」
を
給
付
の
対
象
外
と
し
て
い
る
。
軍
事
を
忌
避
し
て
き
た
結
果
、
万
が
一
の
こ

と
が
想
定
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

「
危
険
を
顧
み
ず
、身
を
も
つ
て
責
務
の
完
遂
に
務
め
」る
こ
と
を
求
め
な
が
ら
も
、

政
府
の
命
令
で
出
動
し
て
死
傷
し
た
場
合
に
十
分
な
保
証
が
な
い
と
い
う
の
は
無
責

任
で
あ
る
。
国
が
隙
間
の
な
い
保
証
制
度
を
整
備
し
て
、
自
衛
官
が
憂
い
な
く
任
務

に
全
力
で
当
た
れ
る
よ
う
に
す
る
べ
き
で
あ
る
。

国
民
に
も
及
ぶ
リ
ス
ク

軍
事
忌
避
で
生
じ
る
リ
ス
ク
は
自
衛
官
だ
け
の
も
の
で
は
な
い
。
国
民
の
も
の
で

も
あ
る
。

第
一
に
、我
が
国
は
「
専
守
防
衛
」
を
防
衛
戦
略
と
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。「
専

守
防
衛
」
と
は
聞
こ
え
は
良
い
が
、実
態
は
本
土
を
戦
場
に
し
て
戦
う
「
本
土
決
戦
」

で
あ
る
。
大
東
亜
戦
争
末
期
の
本
土
空
襲
や
沖
縄
戦
で
、
罪
の
な
い
民
間
人
が
多
数

犠
牲
に
な
っ
た
に
も
拘
ら
ず
、
民
間
人
を
戦
禍
に
巻
き
込
み
か
ね
な
い
戦
略
を
採
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。

第
二
に
、「
本
土
決
戦
」
を
防
衛
戦
略
と
し
な
が
ら
も
、
国
民
保
護
の
備
え
が
十

分
で
は
な
い
た
め
で
あ
る
。「
国
民
保
護
法
」
が
成
立
す
る
十
数
年
前
ま
で
は
、
国

民
保
護
を
放
棄
し
て
い
た
に
等
し
い
。
誤
解
が
多
い
が
、
国
民
保
護
の
実
施
主
体
は

国
や
自
衛
隊
で
は
な
く
、
自
治
体
で
あ
る
。
有
事
に
な
れ
ば
、
自
衛
隊
は
侵
攻
す
る

敵
の
排
除
に
あ
た
り
、
戦
場
で
は
軍
隊
と
民
間
人
は
区
別
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

か
ら
で
あ
る
。

自
治
体
は
国
民
保
護
計
画
を
作
成
し
て
い
る
が
、
ど
れ
だ
け
の
自
治
体
が
実
行
で

き
る
だ
ろ
う
か
。
ど
れ
だ
け
の
自
治
体
が
、そ
の
責
任
を
自
覚
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

北
朝
鮮
の
弾
道
ミ
サ
イ
ル
が
我
が
国
の
頭
上
を
飛
び
越
え
て
、
や
っ
と
幾
つ
か
の
自

治
体
で
弾
道
ミ
サ
イ
ル
を
想
定
し
た
住
民
避
難
訓
練
が
行
わ
れ
た
が
、
そ
れ
す
ら
も

一
部
の
メ
デ
ィ
ア
等
か
ら
批
判
さ
れ
る
始
末
で
あ
る
。
多
く
の
自
治
体
は
、
国
民
保

護
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
訓
練
が
不
十
分
で
あ
る
。

今
後
想
定
さ
れ
る
台
湾
有
事
や
、
そ
れ
に
連
動
し
た
先
島
諸
島
有
事
で
は
、
一
層

の
困
難
が
予
想
さ
れ
る
。
20
あ
る
島
嶼
部
か
ら
約
10
万
人
の
住
民
を
避
難
さ
せ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
島
嶼
部
で
あ
る
た
め
、
避
難
の
手
段
は
船
舶
と
航
空
機
に
限
ら
れ

る
。
そ
の
う
え
、
宮
古
島
や
石
垣
島
等
の
一
部
を
除
い
て
は
、
大
型
艦
船
の
入
港
や

大
型
輸
送
機
の
離
発
着
が
で
き
な
い
。
こ
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
沖
縄
県
が
主
体
と

な
っ
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

沖
縄
戦
で
は
、
疎
開
が
遅
れ
た
た
め
に
、
軍
人
・
軍
属
を
大
き
く
上
回
る
約

9
万
4
0
0
0
の
住
民
が
犠
牲
と
な
っ
た
。
そ
の
責
任
を
自
治
体
か
ら
国
民
保
護
の

主
体
で
な
い
軍
だ
け
に
押
し
付
け
、「
軍
が
悪
か
っ
た
」
と
す
る
言
説
が
多
い
。
軍

事
を
忌
避
す
る
あ
ま
り
、
歴
史
か
ら
学
べ
な
い
の
は
実
に
愚
か
で
あ
る
。
有
事
が
発

生
し
た
場
合
に
、
再
び
住
民
が
犠
牲
に
な
っ
て
は
、
先
人
も
浮
か
ば
れ
な
い
。
沖
縄

県
や
そ
の
市
町
村
は
、
沖
縄
戦
を
正
し
く
検
証
し
、
国
民
保
護
計
画
に
生
か
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
最
後
に
、
沖
縄
戦
に
お
い
て
、
島
田
叡
沖
縄
県
知
事
と
荒
井
退
造

沖
縄
県
警
察
部
長
が
住
民
避
難
に
尽
力
し
、
殉
職
し
た
こ
と
を
附
し
て
お
く
。

軍
事
を
忌
避
し
て
き
た
付
け
は
、こ
の
よ
う
に
国
民
に
も
回
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

終
章我

が
国
で
は
、
安
全
保
障
が
議
題
に
上
が
る
度
に
「
戦
争
を
す
る
の
か
」
と
批
判

の
声
が
上
が
り
、
議
論
が
封
殺
さ
れ
て
き
た
。
軍
事
忌
避
で
あ
る
。
故
中
川
昭
一
氏

は
非
核
三
原
則
が
、
核
兵
器
を
「
持
た
ず
、
作
ら
ず
、
持
ち
込
ま
せ
ず
、
言
わ
せ
ず

4

4

4

4

、

考
え
さ
せ
ず

4

4

4

4

4

」
の
非
核
五
原
則
に
な
っ
て
い
る
と
指
摘
し
た
が
、
実
に
的
を
射
て
い

る
。古

来
よ
り
我
が
国
に
は
、
言
霊
と
い
う
信
仰
が
あ
る
。
言
葉
に
は
霊
力
が
宿
っ
て

お
り
、
言
っ
た
こ
と
が
現
実
に
な
る
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。
戦
争
の
議
論
を
す
れ

ば
、
戦
争
に
な
る
と
い
う
事
で
あ
る
。
世
界
屈
指
の
軍
事
力
を
有
し
て
も
自
衛
隊
は

自
衛
隊
で
あ
る
し
、
自
衛
隊
に
お
い
て
歩
兵
は
普
通
科
、
砲
兵
は
特
科
、
駆
逐
艦
や

巡
洋
艦
は
護
衛
艦
と
言
い
換
え
ら
れ
て
い
る
。言
霊
信
仰
は
、我
が
国
の
文
化
に
様
々

な
恩
恵
を
も
た
ら
し
て
き
た
一
方
で
、
戦
後
の
軍
事
ア
レ
ル
ギ
ー
や
自
虐
史
観
と
結

び
つ
き
、
戦
争
の
よ
う
な
最
悪
の
事
態
を
想
定
で
き
な
い
軍
事
忌
避
の
体
質
を
作
り

出
し
た
。

我
が
国
が
ど
れ
だ
け
平
和
を
望
ん
で
も
、
平
和
は
一
方
の
意
思
だ
け
で
破
壊
さ
れ

る
。「
汝
平
和
を
欲
さ
ば
、
戦
へ
の
備
え
を
せ
よ
」
と
い
う
格
言
は
有
名
で
あ
る
。
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戦
争
へ
の
備
え
が
抑
止
力
と
な
り
、
平
和
を
作
り
出
す
と
い
う
古
代
ロ
ー
マ
か
ら
理

解
さ
れ
て
い
た
現
実
を
言
霊
に
囚
わ
れ
ず
、
受
け
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
自
衛

隊
は
世
界
屈
指
の
装
備
・
練
度
・
士
気
を
有
し
て
い
る
が
、
検
討
し
て
き
た
よ
う
な

不
安
も
多
い
。
言
霊
主
義
を
捨
て
て
軍
事
忌
避
か
ら
脱
し
、
真
の
防
衛
力
を
整
備
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
が
抑
止
力
と
な
り
、
我
が
国
に
平
和
を
も
た
ら
す
。
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